
 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

  

資料２－３ 

移動の足不足の改善状況についての検証及び令和７年９月末時点の利用者目線で

の検証結果の評価（案） 

令 和 ８ 年 ●月 >●日

内 閣 府

１．調査実施内容

生活者、旅行者の移動の実態を把握するため、内閣府において調査を実施。 

ア 生活者 >

a 対象地域 

・大規模団体（人口100万人以上）11団体 

・中規模団体（20万人以上100万人未満）100団体 

・小規模団体（５万人以上20万人未満）383団体 

・東京23区 23団体 

b 有効回答数 

8,000件（大規模団体1600件、 中規模団体2800件、小規模団体2800件、

東京23区800件） 

c 調査期間 

令和７年９月12日（金）～９月18日（木） 

d 調査方法 

インターネットによるモニターアンケート調査を民間調査会社に委託

イ 旅行者 

a 対象地域 

47都道府県（宿泊旅行統計調査（令和６年１月～12月）の都道府県別宿泊

者数に基づく分布に応じた形で調査。） 

b 有効回答数 

8,000件 

c 調査期間 

令和７年９月12日（金）～９月16日（火） 

d 調査方法 

インターネットによるモニターアンケート調査を民間調査会社に委託
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２．調査結果の検証

調査結果の検証については、以下のとおりである。 

① 生活者

生活者については、団体規模（自治体規模）にかかわらず、６人に１人の割合で

３か月以内に移動に困った経験があると回答（1図）。団体規模別にみると、小規模

団体ほど、困った経験がある人のうち、その回数が多い人の割合が高まる傾向にあ

る（２図）。また、３か月前と比べ、移動の足不足に関する状況は特に変わっていな

いと回答している人は８割弱存在している（３図）。足不足が改善した場合に、これま

で以上にやりたいこと/やってみたいことがあると回答した者は７割程度存在してい

る（４図）。
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② 旅行者

旅行者については、３～４人に１人の割合で旅行時に移動に困った経験があると回

答（１図）。また、タクシーを手配しようとした人のうち、７割程度が何らか手配に困った

経験があると回答している（２図）。今後、スマホ等で簡単に手配できる移動サービス

が新たに提供された場合、旅先での移動のしやすさが改善されると思う者の割合は５

割弱存在している（３図）。 
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３．令和7年9月末時点での評価

 ※第５回地域活性化・人手不足対応ワーキング・グループ後追記予定。 

以上
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